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令和５年度愛知県高圧ガス移動防災講習会開催要領 

 

１ 趣旨 

防災事業所を要とした高圧ガス移動防災体制の再認識とともに、高圧ガスの輸送中に

発生する事故等の不測の事態に備えるため、高圧ガス関係者を対象とした移動防災講習

会を開催し、災害の拡大防止のための知識・技術・技能の向上に資する。 

 

２ 主催 

愛知県 

愛知県高圧ガス地域防災協議会 

 

３ 開催日時 

令和５年９月２６日（火）午後１時３０分から午後３時３０分まで 

 

４ 開催場所 

  愛知県産業労働センター（ウインクあいち） 大ホール 

  名古屋市中村区名駅四丁目４番３８号 

 

５ 内容 

（１）主催者あいさつ 

 

（２）防災事業所を要とした高圧ガス移動防災体制 

    講師 愛知県高圧ガス安全協会 宮地 義博 氏 

 

（３）引火爆発に関する安全講習 

講師 東レ株式会社 安藤 新悟 氏 

 

（４）LPガス容器積載車両の事故 

愛知県防災安全局防災部消防保安課産業保安室  
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LPガス容器積載車両の事故について

講師：愛知県 防災安全局 防災部
消防保安課 高圧ガスグループ

１．事故の概要
２．事故の詳細
３．事故後の対応（行政及び団体）
４．事故車両のLPガス容器積載状況
５．移動の基準
６．その後の対応
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１．事故の概要

１．事故の概要
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R4.9.28 【概要】
LPガス容器を輸送中、前方の車との衝突を避けるため

急ブレーキをかけたところ荷崩れを起こし、転倒した容器
からLPガスが漏えいし、容器が路上に転落散乱した。そ
の後漏えいしたガスに着火し、容器の破裂を伴う爆発が発
生し炎上した。

【被害】
当該車両の前方２台の車両に乗車していた１名が死亡し、

２名が負傷した。
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２．事故の詳細

２．事故の詳細
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〇発生日時：令和４年９月28日（水）午前５時40分頃

〇発災場所：東名高速道路 豊田JCT Ａランプ

発災現場

２．事故の詳細
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〇輸送状況
・運送会社が名古屋方面から静岡方面に向けて、納品を
目的として、10tトラックにＬＰガス容器を積載して輸送。

〇輸送中のＬＰガス容器の内訳
・50ｋｇの充填容器55本（ＬＰガス満タン）
・容器再検査後で空（真空）の容器60本
（30kg、20kg、15kg、10kg容器）

２．事故の詳細
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〇事故経過
・豊田JCTのＡランプで、前方が渋滞のためブレーキ。
・積み荷の容器が荷崩れを起こす。
・荷台において転倒した容器から、ＬＰガスが漏えい。
・荷台あおり板（側板）が外れ、容器が路上に転落・散乱。
・容器は車両前方に向けて転落。
・落下後漏えいしたＬＰガスに何らかの原因で着火、
火災が発生、容器の破裂を伴う爆発も発生、大きく炎上。

２．事故の詳細
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〇被害状況
（１）物的被害
・車両３台全焼（10tトラック及び前方２台の車両）
（２）人的被害
・死者１名、負傷者２名（中傷等１名、軽傷１名）
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３．事故後の対応（行政及び団体）

３．事故後の対応（行政及び団体）
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〇９月28日：事故発生
〇９月29日：事業所への立入調査
（中部近畿産業保安監督部、高圧ガス保安協会、県産業保安室）
〇９月29日：県警が運転手を過失運転致死傷容疑で逮捕
〇９月30日：事故車両調査
（中部近畿産業保安監督部、高圧ガス保安協会、県警、県産業保安室）

３．事故後の対応（行政及び団体）
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〇10月４日：県から県内関係団体あて注意喚起文書を発出
法令遵守等及び安全対策の徹底についての
周知を依頼

〇10月６日：上記について、県HPに掲載

３．事故後の対応（行政及び団体）
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〇10月５、６日：県周知文書について、団体HPに掲載

３．事故後の対応（行政及び団体）
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〇10月14日：経済産業省HPにも掲載

３．事故後の対応（行政及び団体）
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〇10月19日：移動防災訓練の実施
訓練内容を一部見直し、事故に関連する
安全対策についての訓練も実施
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４．事故車両のLPガス容器積載状況

４．事故車両のLPガス容器積載状況
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〇キャップ…充填容器すべてに装着

〇荷台の前方…２〜３ｍ空けて積載。

〇容器の固定…ラッシングベルトで３か所
（前方、中間、後方）

〇イメージ図
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４．事故車両のLPガス容器積載状況
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〇上方より荷崩れの様子

〇イメージ図

18

５．移動の基準

５．移動の基準（法令）
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〇高圧ガス保安法第23条
（高圧ガスの移動に係る技術上の基準の遵守）
高圧ガスを移動するには、その容器について、経

済産業省令で定める保安上必要な措置を講じなけれ
ばならない。

〇一般高圧ガス保安規則第50条第１項第５号
〇液化石油ガス保安規則第49条第１項第４号
充填容器等の転落、転倒等による衝撃及びバルブ

の損傷を防止する措置を講じ、かつ、粗暴な取扱い
をしないこと。

５．移動の基準（例示基準①）
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〇一般則例示基準76
〇液石則例示基準55
充填容器等の転落、転倒等を防止する措置（移動）

【抜粋】
充填容器等は、車両の荷台の前方に寄せ、ロープ、ワ

イアロープ、荷締め器、ネット等（以下「ロープ等」と
いう。）を使用して確実に緊縛し、かつ、当該充填容器
等の後面の車両の後バンパの後面（後バンパのない場合
には車両の後面とする。以下同じ。）との間に約30㎝以
上の水平距離を保持するように積載すること。

５．移動の基準（例示基準②）
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次のいずれかの措置を講じた場合は、この限りではない。

イ．充填容器等をロープ等により緊縛した場合であって、車
両の後部に厚さ５㎜以上、幅100㎜以上のバンパ（SS400）
を設けた場合
ロ．車両の側板の高さが積載した充填容器等の高さの2/3以
上となる場合であって、木枠、角材等を使用して充填容器等
を確実に固定することができ、かつ、当該充填容器等の後面
と車両の後バンパの後面との水平距離が約30㎝以上である
場合

５．移動の基準
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〇転落転倒等防止措置：イメージ図

前方に寄せる

５．移動の基準
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事故車両を移動の基準に照らすと…
例示基準に適合していないため、法令違反！

〇高圧ガス保安法第23条
（高圧ガスの移動に係る技術上の基準の遵守）
〇液化石油ガス保安規則第49条第１項第４号
〇液石則例示基準55

24

６．その後の対応
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６．その後の対応
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行政指導
〇４月18日：改善指示書の交付
〇４月28日：改善計画書の受領
〇５月10日：改善結果報告書の受領
〇５月25日：改善結果の立入調査

６．その後の対応
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〇６月22日：運転手及び事業所を
高圧ガス保安法違反により送致
検察の捜査が続く

６．その後の対応
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〇事故を踏まえた例示基準の見直し
令和５年３月24日
経済産業省高圧ガス小委員会 資料７
充填容器等の転落、転倒等を防止する措置の改正（案）

・木枠、止め木、歯止めのように具体的により詳細に。
・「確実に緊縛し」→「荷台に固縛し」とより強い表現に。
・備考についても、具体的に細かく記載。
「緩みが生じないように確実に行わなければならず、大小の
充填容器等を混載する場合にあっては、〜小型のものが抜け
て飛び出さないように注意が必要である。」

最後に「高圧ガス保安法の目的」
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（１）高圧ガスによる災害を防止するため、高圧ガスの製造、
貯蔵、販売、移動その他の取扱及び消費並びに容器の製
造及び取扱を規制するとともに、

（２）民間事業者及び高圧ガス保安協会による高圧ガスの保
安に関する自主的な活動を促進し、もって公共の安全を
確保すること。

11


